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フランクリン・テンプルトン・ジャパン株式会社（金融商品取引業者 関
東財務局長（金商）第417号）はフランクリン・リソーシズ・インク傘下
の資産運用会社です。 

 
東京都千代田区丸の内一丁目5番1号 

<お問い合わせ先> 

電話番号：03-5219-5947 

（営業日の9:00～17:00） 

https://www.franklintempleton.co.jp 

お客様の口座内容などに関するお問い合わせは、お申込み

された販売会社までお願い申し上げます。 
 

  

■■当ファンドの仕組みは次の通りです。 
商品分類 追加型投信／内外／債券 

信託期間 無期限（2010年12月27日設定） 

運用方針 

主として、世界各国（新興国を含む）の国債およ
び政府機関債等に実質的な投資を行い、投資信託
財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざし
て運用を行います。 

主な投資対象 

主として、以下の外国投資証券および投資信託受
益証券に投資を行います。 
「フランクリン・テンプルトン・インベストメン
ト・ファンズ－テンプルトン・グローバル・ボン
ド・ファンド（ルクセンブルク籍投資法人）」 
「日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）」 

組入制限 

投資信託証券および短期金融商品（短期運用の有
価証券を含みます。）以外への直接投資は行いま
せん。 
投資信託証券への投資割合には制限を設けません。 
外貨建資産への直接投資は行いません。 
同一銘柄の投資信託証券への投資割合には制限を
設けません。 

分配方針 

毎決算時（限定為替ヘッジコース／為替ヘッジな
しコースは毎年６月および12月の20日（休業日の
場合は翌営業日）、毎月分配型・為替ヘッジなし
コースは毎月20日（休業日の場合は翌営業日））に、
基準価額水準、市況動向等を勘案して収益分配金
額を決定します。 
分配対象収益が少額の場合には分配を行わないこ
とがあります。 
留保益の運用については、特に制限を設けず、委
託者の判断に基づき、元本部分と同一の運用を行
います。 
なお、毎月分配型・為替ヘッジなしコースは６月
および12月以外の月の決算時の分配について
は、原則として配当等収益を中心とするものと
します。 

 

テンプルトン世界債券ファンド 
限定為替ヘッジコース 
為替ヘッジなしコース 

毎月分配型・為替ヘッジなしコース 

（愛称：地球号） 
限定為替ヘッジコース/為替ヘッジなしコース 

第 26 期（決算日 2023年12月20日） 
毎月分配型・為替ヘッジなしコース 
第150期（決算日 2023年７月20日） 
第151期（決算日 2023年８月21日） 
第152期（決算日 2023年９月20日） 
第153期（決算日 2023年10月20日） 
第154期（決算日 2023年11月20日） 
第155期（決算日 2023年12月20日） 

運 用 報 告 書（全体版） 
 
 
受益者の皆様へ 
平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 
さて、「テンプルトン世界債券ファンド」は2023年12月20日
に決算（限定為替ヘッジコース／為替ヘッジなしコースは
第26期、毎月分配型・為替ヘッジなしコースは第155期）を
行いました。ここに、限定為替ヘッジコース／為替ヘッジ
なしコースの第26期、毎月分配型・為替ヘッジなしコース
の第150期から第155期の運用状況をご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申し上
げます。 
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テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース

テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース 
 

○ 近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

22期(2021年12月20日) 9,330 10 △3.4 97.5 1,106 

23期(2022年６月20日) 8,807 10 △5.5 99.0 951 

24期(2022年12月20日) 8,473 10 △3.7 98.1 860 

25期(2023年６月20日) 8,359 10 △1.2 98.7 833 

26期(2023年12月20日) 8,112 10 △2.8 97.9 721 
 

（注） 基準価額（１万口当たり）の期中騰落率は分配金込みです。 

（注） 当ファンドが投資を行う投資対象ファンドは、特定のベンチマークを上回ることを目指して運用するものではありません。したがって、

当ファンドもベンチマークを設定しておりません。 

（注） 投資信託証券組入比率は、純資産総額に対する比率です。 

 

○当期中の基準価額の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2023年６月20日 8,359 － 98.7 

６月末 8,219 △ 1.7 98.5 

７月末 8,354 △ 0.1 98.3 

８月末 8,065 △ 3.5 99.0 

９月末 7,676 △ 8.2 99.1 

10月末 7,498 △10.3 98.7 

11月末 7,931 △ 5.1 99.1 

(期  末)    

2023年12月20日 8,122 △ 2.8 97.9 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
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○運用経過 (2023年６月21日～2023年12月20日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2023年６月20日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドが投資を行う投資対象ファンドは、特定のベンチマークを上回ることを目指して運用するものではありません。したがって、

当ファンドもベンチマークを設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

主な投資対象ファンドである「フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ファンズ－テンプルトン・

グローバル・ボンド・ファンド」（以下、テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンドといいます。）の円建

て外国投資証券「Class I (Mdis) JPY-H1」（以下、ＪＰＹ限定為替ヘッジ・クラスといいます。）の分配金再

投資基準価額が前期末と比べ下落したことから、当ファンドの分配金再投資基準価額は下落しました。詳しく

は後掲の「■投資環境」をご参照ください。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース

なお、投資対象ファンドの主な変動要因は以下の通りです。 
・投資を行っている新興国を含む世界各国の国債、政府機関債等からのインカムゲイン 
・投資を行っている新興国を含む世界各国の国債、政府機関債等の価格変動 
・投資を行っている先進国通貨および新興国通貨の対米ドルの価格変動 
・米ドル売り円買いの為替予約取引等による為替ヘッジコスト 
 

 

（債券市場） 

当期の米国債券市場は、利回りが上昇（価格は下落）しました。期の前半は、米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）
による追加利上げの可能性が意識されたことや、2023年４-６月期の米国内総生産（ＧＤＰ）（速報値）の結果
が市場予想を上回り、米国景気の堅調さが示されたことなどが利回りの上昇要因となりました。期の半ばは、
９月の米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）で政策金利が据え置かれたものの、経済や政策金利の見通しにおい
てタカ派的なメッセージが打ち出されたことに加え、原油先物価格が上昇したことなどから、利回りは上昇し
ました。期の後半は、11月のＦＯＭＣを経て利上げサイクルの終了観測が浮上したことや、12月のＦＯＭＣで
2024年の複数回の利下げが示唆されたことから、利回りは低下（価格は上昇）に転じました。 

当期の欧州債券市場は、利回りが低下しました。期の前半は、インフレの高止まりを背景に欧州中央銀行
（ＥＣＢ）が利上げを継続するとの観測が根強い中、利回りは上昇しました。期の半ばは、原油先物価格の上
昇を受けてインフレへの懸念が強まったことから、利回りは一段と上昇しました。期の後半は、ＦＲＢやイン
グランド銀行（英中央銀行、ＢＯＥ）が政策金利を据え置き、各国中央銀行の利上げ局面が終わりに近づいて
いるとの見方が市場で強まったことで、利回りは低下しました。 

 
（外国為替市場） 

当期の米ドル・円相場は、米ドル高・円安となりました。期の前半は、日銀が長短金利操作（イールドカー
ブ・コントロール、ＹＣＣ）の修正案を議論すると報じられ、大規模な金融緩和策の修正観測が浮上したこと
から、米ドル売り・円買いが進みましたが、日銀がＹＣＣの運用見直しを発表した後は米ドルを買い戻す動き
が優勢となりました。期の半ばは、米国で景気の底堅さを示す指標が多く発表される中、ＦＲＢによる金融引
き締めの長期化観測が強まり、米ドルは対円で堅調となりました。一方、円安が進展し、「介入ライン」とし
て意識される１米ドル＝150円が近づいた場面では、米ドルは対円で上値の重い展開となりました。期の後半
は、ＦＯＭＣを経て米国の早期利下げが意識されたことから、米ドル安・円高となりました。また、植田日銀
総裁の発言を受け、日銀の金融政策が修正されるとの見方が強まったことも、米ドル安・円高の要因となりま
した。 

当期のユーロ・円相場は、ユーロ高・円安となりました。期の前半は、ＥＣＢによる利上げ長期化への過度
の警戒感が後退したことや、日銀の大規模な金融緩和策の修正観測が浮上したことなどから、ユーロ安・円高
となりました。ただし、日銀のＹＣＣ運用見直し発表後は、ユーロを買い戻す動きが優勢となりました。期の
半ばは、日銀による大規模な金融緩和は当面続くとの見方が根強いことが、ユーロ高・円安要因となりました。
しかし、ユーロ圏における景気の弱さに対する懸念などから、ユーロは対円で上値の重い展開となりました。
期の後半は、ＥＣＢによる金融引き締めの長期化が意識されたことからユーロ高・円安が優勢となりました。
しかし、その後は植田日銀総裁の発言を受けて日銀が早期にマイナス金利政策の解除に踏み切るとの観測が
強まり、円が対主要通貨で買われる中で、対ユーロでも円高が進みました。 
  

投資環境 
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（テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース） 

「テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース」は、当ファンドの運用の基本方針にもとづき、「テ

ンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹ限定為替ヘッジ・クラス」を高位に組み入れました。ま

た、「日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）」受益証券への投資も行いました。 

 

（投資対象ファンド：テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹ限定為替ヘッジ・クラス） 

＜国・地域配分＞ 

主な国・地域別配分については、オーストラリア、インドネシア、マレーシア、日本などへ投資しました。 

 

＜通貨別配分＞ 

主な通貨別配分については、円、豪ドル、韓国ウォンなどを買い建てとする一方で、米ドルを売り建てました。 

 

＜信用格付別配分＞ 

主な配分については、投資適格債を中心に、非投資適格債も一部組み入れました。 

 

なお、「テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹ限定為替ヘッジ・クラス」において、ポート

フォリオの通貨配分にかかわらず、純資産総額を米ドル換算した額とほぼ同額程度の米ドル売り・円買いの為

替予約取引等により、対円での為替ヘッジを行いました。 

 

（2023年11月末時点） 

 

（投資対象ファンド：日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）） 

主として日本短期債券マザーファンドを通じて、わが国の公社債・金融商品に投資し信託財産の安定的な成

長を目指して安定運用を行いました。 

 

 

当ファンドはベンチマークや参考指数を設けていないため、本項目は記載しておりません。 

 

  

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドのベンチマークとの差異 
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テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース

 

当期の収益分配につきましては、基準価額水準、市況動向等を勘案して次表の通りとさせていただきました。 

なお、留保された収益の運用につきましては、特に制限を設けず元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第26期 

2023年６月21日～ 
2023年12月20日 

当期分配金 10  

(対基準価額比率) 0.123％ 

 当期の収益 10  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 5,115  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

分配金 
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○今後の運用方針 

（テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース） 

「テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース」は、当ファンドの運用の基本方針にもとづき、「テ

ンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹ限定為替ヘッジ・クラス」および「日本短期債券ファン

ド（適格機関投資家限定）」へ投資を行います。「テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹ限定

為替ヘッジ・クラス」への投資比率は高位を維持する方針です。 

 

（投資対象ファンド：テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹ限定為替ヘッジ・クラス） 

○市場見通しと運用方針（2023年11月末時点） 

インフレ率は2024年も引き続き低下するものの、当面は中央銀行のインフレ目標を上回る状態が続く可能

性が高いと予想しています。利上げ開始前の政策金利はもともと低く、インフレ率もなお中央銀行の目標を上

回っていることから、先進国で政策金利が 終到達点に達したとしても、「より高く、より長く」という金融

引き締め政策の長期化観測はくすぶり続ける可能性が高いとの見方に変わりはありません。しかし、運用チー

ムでは金融引き締め局面のミラーイメージとして2024年のどこかの段階で金融緩和政策は現時点より顕著に

世界で同時進行する可能性が高いと予想しています。2024年は日本だけが唯一の例外になる可能性が高く、日

本ではリフレがより構造的なものとして定着し、日銀は足元で続けている異次元緩和から脱し、金融政策の正

常化に乗り出すと考えています。 

米ドルには割高感があり、景気循環要因（米国の利上げ局面の終結）と構造要因（米国の経常赤字と財政赤

字）が米ドル安を招くとの見方を変えていませんが、これまでの米ドル高の修正は一様ではなく、今後も不均

一に続く可能性があります。ソブリン債市場のなかでは、ファンダメンタルズが改善している国の非米ドル建

ての債券に も投資機会があると考えています。 

地域別ではアジアの新興国と先進国がともに突出しています。運用チームでは日本について構造的な観点

から前向きな見方をしています。また、米国との成長率格差の改善から一部のアジア地域の通貨は対米ドルで

下支えされると予想しています。構造的な観点からすると、アジアの一部の国は経常収支が大幅な黒字で、財

政赤字も少なく、政府債務も低水準にとどまるなどファンダメンタルズも健全です。ラテンアメリカにおいて

は、中央銀行がインフレ率の上昇を見越していち早くあるいは積極的に対応してきた国が、インフレ局面や金

利局面の転換により恩恵を受ける見通しです。堅調な国際商品価格も現地通貨建ての資産や通貨を下支えす

る要因となります。 

 

（投資対象ファンド：日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）） 

今後も引き続き、主として日本短期債券マザーファンドを通じて、わが国の公社債・金融商品に投資し、信

託財産の安定的な成長をめざして安定運用を行う方針です。 

 

引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース

○１万口当たりの費用明細 (2023年６月21日～2023年12月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 43  0.536  (a)信託報酬＝〔期中の平均基準価額〕×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 9)  (0.110)  ファンドの運用、受託会社への指図、基準価額の算出、開示資料作成 
等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (33)  (0.412)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファン 
ドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.014)  ファンドの運用財産の保管・管理、委託会社からの運用指図の実行等 
の対価 

（b） そ の 他 費 用 1   0.006   
(b)その他費用＝  

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.006)  ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  ・金銭信託預入に係る手数料等 

 合 計 44   0.542    

期中の平均基準価額は、7,957円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。 

 当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「１万口当たりの費用明細」等が取得できるものについては交付運用報告書の「組入

上位ファンドの概要」に表示しております。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未満は四捨五

入してあります。 

 

  

〔期中のその他費用〕 

〔期中の平均受益権口数〕
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（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価
証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で
除した総経費率（年率）は1.89％です。 

 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 
（注） 各比率は、年率換算した値です。 
（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。 
（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 
（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 
（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。   
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テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース

○売買及び取引の状況 (2023年６月21日～2023年12月20日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

外 国 
(邦貨建) 

 口 千円 口 千円  
フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ 
ファンズ－テンプルトン・グローバル・ボンド・ 
ファンドClass I (Mdis) JPY-H1 

34,318 17,601 182,345 94,300  

 
（注） 金額は受渡し代金です。 

（注） 単位未満は切捨てです。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2023年６月21日～2023年12月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2023年６月21日～2023年12月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2023年12月20日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定） 2,703,566 2,703,566 2,832 0.4 

フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ 
ファンズ－テンプルトン・グローバル・ボンド・ 
ファンドClass I (Mdis) JPY-H1 

1,493,270 1,345,243 703,966 97.5 

合 計 4,196,836 4,048,809 706,798 97.9 
 
（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

（注） 単位未満は切捨てです。 
  

投資信託証券 
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○投資信託財産の構成 (2023年12月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 2,832 0.4 

投資証券 703,966 96.1 

コール・ローン等、その他 25,487 3.5 

投資信託財産総額 732,285 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切捨てです。 
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テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年12月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 732,285,244   

 コール・ローン等 13,486,675   

 投資信託受益証券(評価額) 2,832,526   

 投資証券(評価額) 703,966,043   

 未収入金 12,000,000   

(B) 負債 10,590,736   

 未払収益分配金 889,660   

 未払解約金 5,543,640   

 未払信託報酬 4,108,175   

 未払利息 34   

 その他未払費用 49,227   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 721,694,508   

 元本 889,660,623   

 次期繰越損益金 △167,966,115   

(D) 受益権総口数 889,660,623口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 8,112円 
 
 
 

○損益の状況 (2023年６月21日～2023年12月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 16,578,972   

 受取配当金 16,583,637   

 受取利息 146   

 支払利息 △      4,811   

(B) 有価証券売買損益 △ 33,153,093   

 売買益 5,992,897   

 売買損 △ 39,145,990   

(C) 信託報酬等 △  4,157,579   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 20,731,700   

(E) 前期繰越損益金 △210,210,422   

(F) 追加信託差損益金 63,865,667   

 (配当等相当額) (  160,504,837)  

 (売買損益相当額) (△ 96,639,170)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △167,076,455   

(H) 収益分配金 △    889,660   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △167,966,115   

 追加信託差損益金 63,865,667   

 (配当等相当額) (  160,504,837)  

 (売買損益相当額) (△ 96,639,170)  

 分配準備積立金 294,640,440   

 繰越損益金 △526,472,222   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

＜注記事項＞（当運用報告書作成時点では監査未了です。） 

（貸借対照表関係） 

（１）期首元本額は997,560,660円、期中追加設定元本額は13,007,881円、期中一部解約元本額は120,907,918円です。 

（２）貸借対照表上の純資産総額が元本総額を下回っており、その差額は167,966,115円です。 

（３）期末における１口当たり純資産額は0.8112円です。 

 

（分配金の計算過程） 

計算期間末における解約に伴う当期純損益金額分配後の配当等収益から費用を控除した額（12,421,393円）、解約に伴う当期純損益金額分

配後の有価証券売買等損益から、費用を控除し繰越欠損金を補填した額（0円）、信託約款に規定される収益調整金（160,504,837円）及び分

配準備積立金（283,108,707円）より、分配対象収益は、456,034,937円（１万口当たり5,125円）であり、うち889,660円（１万口当たり10円）

を分配金額としております。 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 10円 
 
◇分配金の取扱いについて 

・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別

元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除し

た額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 
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テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース

テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース 
 

○ 近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

22期(2021年12月20日) 14,006 10 △0.0 97.5 3,117 

23期(2022年６月20日) 15,757 10 12.6 99.2 3,137 

24期(2022年12月20日) 15,731 10 △0.1 98.1 2,910 

25期(2023年６月20日) 16,577 10 5.4 98.5 2,868 

26期(2023年12月20日) 16,819 10 1.5 98.0 2,559 
 

（注） 基準価額（１万口当たり）の期中騰落率は分配金込みです。 

（注） 当ファンドが投資を行う投資対象ファンドは、特定のベンチマークを上回ることを目指して運用するものではありません。したがって、

当ファンドもベンチマークを設定しておりません。 

（注） 投資信託証券組入比率は、純資産総額に対する比率です。 

 

○当期中の基準価額の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2023年６月20日 16,577 － 98.5 

６月末 16,653 0.5 98.5 

７月末 16,575 △0.0 98.3 

８月末 16,660 0.5 98.6 

９月末 16,264 △1.9 99.0 

10月末 15,948 △3.8 98.8 

11月末 16,757 1.1 99.6 

(期  末)    

2023年12月20日 16,829 1.5 98.0 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
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○運用経過 (2023年６月21日～2023年12月20日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2023年６月20日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドが投資を行う投資対象ファンドは、特定のベンチマークを上回ることを目指して運用するものではありません。したがって、

当ファンドもベンチマークを設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

主な投資対象ファンドである「フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ファンズ－テンプルトン・

グローバル・ボンド・ファンド」（以下、テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンドといいます。）の円建

て外国投資証券「Class I (Mdis) JPY」（以下、ＪＰＹクラスといいます。）の分配金再投資基準価額が前期末

と比べ上昇したことから、当ファンドの分配金再投資基準価額は上昇しました。詳しくは後掲の「■投資環境」

をご参照ください。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース

なお、投資対象ファンドの主な変動要因は以下の通りです。 

・投資を行っている新興国を含む世界各国の国債、政府機関債等からのインカムゲイン 

・投資を行っている新興国を含む世界各国の国債、政府機関債等の価格変動 
・投資を行っている先進国通貨および新興国通貨の対米ドルの価格変動 

 

 

（債券市場） 

当期の米国債券市場は、利回りが上昇（価格は下落）しました。期の前半は、米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）
による追加利上げの可能性が意識されたことや、2023年４-６月期の米国内総生産（ＧＤＰ）（速報値）の結果

が市場予想を上回り、米国景気の堅調さが示されたことなどが利回りの上昇要因となりました。期の半ばは、

９月の米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）で政策金利が据え置かれたものの、経済や政策金利の見通しにおい

てタカ派的なメッセージが打ち出されたことに加え、原油先物価格が上昇したことなどから、利回りは上昇し
ました。期の後半は、11月のＦＯＭＣを経て利上げサイクルの終了観測が浮上したことや、12月のＦＯＭＣで

2024年の複数回の利下げが示唆されたことから、利回りは低下（価格は上昇）に転じました。 

当期の欧州債券市場は、利回りが低下しました。期の前半は、インフレの高止まりを背景に欧州中央銀行

（ＥＣＢ）が利上げを継続するとの観測が根強い中、利回りは上昇しました。期の半ばは、原油先物価格の上
昇を受けてインフレへの懸念が強まったことから、利回りは一段と上昇しました。期の後半は、ＦＲＢやイン

グランド銀行（英中央銀行、ＢＯＥ）が政策金利を据え置き、各国中央銀行の利上げ局面が終わりに近づいて

いるとの見方が市場で強まったことで、利回りは低下しました。 

 

（外国為替市場） 

当期の米ドル・円相場は、米ドル高・円安となりました。期の前半は、日銀が長短金利操作（イールドカー
ブ・コントロール、ＹＣＣ）の修正案を議論すると報じられ、大規模な金融緩和策の修正観測が浮上したこと

から、米ドル売り・円買いが進みましたが、日銀がＹＣＣの運用見直しを発表した後は米ドルを買い戻す動き

が優勢となりました。期の半ばは、米国で景気の底堅さを示す指標が多く発表される中、ＦＲＢによる金融引

き締めの長期化観測が強まり、米ドルは対円で堅調となりました。一方、円安が進展し、「介入ライン」とし
て意識される１米ドル＝150円が近づいた場面では、米ドルは対円で上値の重い展開となりました。期の後半

は、ＦＯＭＣを経て米国の早期利下げが意識されたことから、米ドル安・円高となりました。また、植田日銀

総裁の発言を受け、日銀の金融政策が修正されるとの見方が強まったことも、米ドル安・円高の要因となりま

した。 
当期のユーロ・円相場は、ユーロ高・円安となりました。期の前半は、ＥＣＢによる利上げ長期化への過度

の警戒感が後退したことや、日銀の大規模な金融緩和策の修正観測が浮上したことなどから、ユーロ安・円高

となりました。ただし、日銀のＹＣＣ運用見直し発表後は、ユーロを買い戻す動きが優勢となりました。期の

半ばは、日銀による大規模な金融緩和は当面続くとの見方が根強いことが、ユーロ高・円安要因となりました。
しかし、ユーロ圏における景気の弱さに対する懸念などから、ユーロは対円で上値の重い展開となりました。

期の後半は、ＥＣＢによる金融引き締めの長期化が意識されたことからユーロ高・円安が優勢となりました。

しかし、その後は植田日銀総裁の発言を受けて日銀が早期にマイナス金利政策の解除に踏み切るとの観測が

強まり、円が対主要通貨で買われる中で、対ユーロでも円高が進みました。   

投資環境 
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（テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース） 

「テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース」は、当ファンドの運用の基本方針にもとづき、「テ

ンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス」を高位に組入れました。また、「日本短期債券ファ

ンド（適格機関投資家限定）」受益証券への投資も行いました。 

 

（投資対象ファンド：テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス） 

＜国・地域配分＞ 

主な国・地域別配分については、オーストラリア、インドネシア、マレーシア、日本などへ投資しました。 

 

＜通貨別配分＞ 

主な通貨別配分については、円、豪ドル、韓国ウォンなどを買い建てとする一方で、米ドルを売り建てました。 

 

＜信用格付別配分＞ 

主な配分については、投資適格債を中心に、非投資適格債も一部組み入れました。 

 

（2023年11月末時点） 

 

（投資対象ファンド：日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）） 

主として日本短期債券マザーファンドを通じて、わが国の公社債・金融商品に投資し信託財産の安定的な成

長を目指して安定運用を行いました。 

 

 

当ファンドはベンチマークや参考指数を設けていないため、本項目は記載しておりません。 

 

  

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドのベンチマークとの差異 
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テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース

 

当期の収益分配につきましては、基準価額水準、市況動向等を勘案して次表の通りとさせていただきました。 

なお、留保された収益の運用につきましては、特に制限を設けず元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第26期 

2023年６月21日～ 
2023年12月20日 

当期分配金 10  

(対基準価額比率) 0.059％ 

 当期の収益 10  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 10,432  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

分配金 
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○今後の運用方針 

（テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース） 

「テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース」は、当ファンドの運用の基本方針にもとづき、「テ

ンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス」および「日本短期債券ファンド（適格機関投資

家限定）」へ投資を行います。「テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス」への投資比率

は高位を維持する方針です。 

 

（投資対象ファンド：テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス） 

○市場見通しと運用方針（2023年11月末時点） 

インフレ率は2024年も引き続き低下するものの、当面は中央銀行のインフレ目標を上回る状態が続く可能

性が高いと予想しています。利上げ開始前の政策金利はもともと低く、インフレ率もなお中央銀行の目標を上

回っていることから、先進国で政策金利が 終到達点に達したとしても、「より高く、より長く」という金融

引き締め政策の長期化観測はくすぶり続ける可能性が高いとの見方に変わりはありません。しかし、運用チー

ムでは金融引き締め局面のミラーイメージとして2024年のどこかの段階で金融緩和政策は現時点より顕著に

世界で同時進行する可能性が高いと予想しています。2024年は日本だけが唯一の例外になる可能性が高く、日

本ではリフレがより構造的なものとして定着し、日銀は足元で続けている異次元緩和から脱し、金融政策の正

常化に乗り出すと考えています。 

米ドルには割高感があり、景気循環要因（米国の利上げ局面の終結）と構造要因（米国の経常赤字と財政赤

字）が米ドル安を招くとの見方を変えていませんが、これまでの米ドル高の修正は一様ではなく、今後も不均

一に続く可能性があります。ソブリン債市場のなかでは、ファンダメンタルズが改善している国の非米ドル建

ての債券に も投資機会があると考えています。 

地域別ではアジアの新興国と先進国がともに突出しています。運用チームでは日本について構造的な観点

から前向きな見方をしています。また、米国との成長率格差の改善から一部のアジア地域の通貨は対米ドルで

下支えされると予想しています。構造的な観点からすると、アジアの一部の国は経常収支が大幅な黒字で、財

政赤字も少なく、政府債務も低水準にとどまるなどファンダメンタルズも健全です。ラテンアメリカにおいて

は、中央銀行がインフレ率の上昇を見越していち早くあるいは積極的に対応してきた国が、インフレ局面や金

利局面の転換により恩恵を受ける見通しです。堅調な国際商品価格も現地通貨建ての資産や通貨を下支えす

る要因となります。 

 

（投資対象ファンド：日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）） 

今後も引き続き、主として日本短期債券マザーファンドを通じて、わが国の公社債・金融商品に投資し、信

託財産の安定的な成長をめざして安定運用を行う方針です。 

 

引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース

○１万口当たりの費用明細 (2023年６月21日～2023年12月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 88  0.536  (a)信託報酬＝〔期中の平均基準価額〕×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (18)  (0.110)  ファンドの運用、受託会社への指図、基準価額の算出、開示資料作成 
等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (68)  (0.412)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファン 
ドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.014)  ファンドの運用財産の保管・管理、委託会社からの運用指図の実行等 
の対価 

（b） そ の 他 費 用 1   0.005   
(b)その他費用＝  

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.005)  ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  ・金銭信託預入に係る手数料等 

 合 計 89   0.541    

期中の平均基準価額は、16,476円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。 

 当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「１万口当たりの費用明細」等が取得できるものについては交付運用報告書の「組入

上位ファンドの概要」に表示しております。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未満は四捨五

入してあります。 

 

  

〔期中のその他費用〕 

〔期中の平均受益権口数〕
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（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価
証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で
除した総経費率（年率）は1.91％です。 

 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 
（注） 各比率は、年率換算した値です。 
（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。 
（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 
（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 
（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。   
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テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース

○売買及び取引の状況 (2023年６月21日～2023年12月20日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

外 国 
(邦貨建) 

 口 千円 口 千円  
フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ 
ファンズ－テンプルトン・グローバル・ボンド・ 
ファンドClass I (Mdis) JPY 

58,895 61,966 347,715 370,000  

 
（注） 金額は受渡し代金です。 

（注） 単位未満は切捨てです。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2023年６月21日～2023年12月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2023年６月21日～2023年12月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2023年12月20日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定） 11,202,737 11,202,737 11,737 0.5 

フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ 
ファンズ－テンプルトン・グローバル・ボンド・ 
ファンドClass I (Mdis) JPY 

2,618,014 2,329,194 2,497,478 97.6 

合 計 13,820,751 13,531,931 2,509,215 98.0 
 
（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

（注） 単位未満は切捨てです。 
  

投資信託証券 
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○投資信託財産の構成 (2023年12月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 11,737 0.5 

投資証券 2,497,478 96.4 

コール・ローン等、その他 80,927 3.1 

投資信託財産総額 2,590,142 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切捨てです。 
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テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年12月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 2,590,142,312   

 コール・ローン等 62,926,816   

 投資信託受益証券(評価額) 11,737,107   

 投資証券(評価額) 2,497,478,389   

 未収入金 18,000,000   

(B) 負債 30,913,793   

 未払収益分配金 1,521,673   

 未払解約金 14,709,921   

 未払信託報酬 14,554,856   

 未払利息 158   

 その他未払費用 127,185   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,559,228,519   

 元本 1,521,673,857   

 次期繰越損益金 1,037,554,662   

(D) 受益権総口数 1,521,673,857口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 16,819円 
 
 

○損益の状況 (2023年６月21日～2023年12月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 58,214,488   

 受取配当金 58,231,299   

 受取利息 506   

 支払利息 △       17,317   

(B) 有価証券売買損益 △    5,137,261   

 売買益 4,987,701   

 売買損 △   10,124,962   

(C) 信託報酬等 △   14,682,756   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 38,394,471   

(E) 前期繰越損益金 317,887,962   

(F) 追加信託差損益金 682,793,902   

 (配当等相当額) (    642,868,311)  

 (売買損益相当額) (     39,925,591)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,039,076,335   

(H) 収益分配金 △    1,521,673   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,037,554,662   

 追加信託差損益金 682,793,902   

 (配当等相当額) (    642,868,311)  

 (売買損益相当額) (     39,925,591)  

 分配準備積立金 944,582,489   

 繰越損益金 △  589,821,729   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

＜注記事項＞（当運用報告書作成時点では監査未了です。） 

（貸借対照表関係） 

（１）期首元本額1,730,383,230円、期中追加設定元本額は41,265,304円、期中一部解約元本額は249,974,677円です。 

（２）期末における１口当たり純資産額は1.6819円です。 

 

（分配金の計算過程） 

計算期間末における解約に伴う当期純損益金額分配後の配当等収益から費用を控除した額（43,531,732円）、解約に伴う当期純損益金額分

配後の有価証券売買等損益から、費用を控除し繰越欠損金を補填した額（0円）、信託約款に規定される収益調整金（642,868,311円）及び分

配準備積立金（902,572,430円）より、分配対象収益は、1,588,972,473円（１万口当たり10,442円）であり、うち1,521,673円（１万口当た

り10円）を分配金額としております。 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 10円 
 
◇分配金の取扱いについて 

・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別

元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除し

た額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 
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テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース

テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース 
 

○ 近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

126期(2021年７月20日) 10,211 25 △1.9 97.8 141 

127期(2021年８月20日) 10,142 25 △0.4 98.5 140 

128期(2021年９月21日) 10,125 25 0.1 98.8 140 

129期(2021年10月20日) 10,514 25 4.1 97.9 145 

130期(2021年11月22日) 10,329 25 △1.5 98.9 141 

131期(2021年12月20日) 10,275 25 △0.3 98.0 140 

132期(2022年１月20日) 10,390 25 1.4 98.1 122 

133期(2022年２月21日) 10,441 25 0.7 98.3 122 

134期(2022年３月22日) 10,860 25 4.3 98.5 126 

135期(2022年４月20日) 11,718 25 8.1 98.2 131 

136期(2022年５月20日) 11,112 25 △5.0 97.5 125 

137期(2022年６月20日) 11,412 25 2.9 97.7 129 

138期(2022年７月20日) 11,462 25 0.7 97.9 129 

139期(2022年８月22日) 11,386 25 △0.4 98.1 129 

140期(2022年９月20日) 11,543 25 1.6 98.2 131 

141期(2022年10月20日) 11,526 25 0.1 98.7 130 

142期(2022年11月21日) 11,186 25 △2.7 97.7 93 

143期(2022年12月20日) 11,252 25 0.8 98.0 93 

144期(2023年１月20日) 11,032 25 △1.7 98.2 91 

145期(2023年２月20日) 11,113 25 1.0 98.2 88 

146期(2023年３月20日) 10,980 25 △1.0 87.0 98 

147期(2023年４月20日) 11,285 25 3.0 99.5 100 

148期(2023年５月22日) 11,322 25 0.5 99.0 101 

149期(2023年６月20日) 11,715 25 3.7 97.5 106 

150期(2023年７月20日) 11,737 25 0.4 98.1 108 

151期(2023年８月21日) 11,501 25 △1.8 98.4 107 

152期(2023年９月20日) 11,587 25 1.0 98.4 108 

153期(2023年10月20日) 11,175 25 △3.3 98.8 106 

154期(2023年11月20日) 11,687 25 4.8 99.1 110 

155期(2023年12月20日) 11,736 25 0.6 97.9 109 
 

（注） 基準価額（１万口当たり）の期中騰落率は分配金込みです。 

（注） 当ファンドが投資を行う投資対象ファンドは、特定のベンチマークを上回ることを目指して運用するものではありません。したがって、

当ファンドもベンチマークを設定しておりません。 

（注） 投資信託証券組入比率は、純資産総額に対する比率です。 
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○当作成期中の基準価額の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第150期 

(期  首) 円 ％ ％ 

2023年６月20日 11,715 － 97.5 

６月末 11,767 0.4 97.1 

(期  末)    

2023年７月20日 11,762 0.4 98.1 

第151期 

(期  首)    

2023年７月20日 11,737 － 98.1 

７月末 11,686 △0.4 97.5 

(期  末)    

2023年８月21日 11,526 △1.8 98.4 

第152期 

(期  首)    

2023年８月21日 11,501 － 98.4 

８月末 11,721 1.9 98.3 

(期  末)    

2023年９月20日 11,612 1.0 98.4 

第153期 

(期  首)    

2023年９月20日 11,587 － 98.4 

９月末 11,419 △1.4 98.7 

(期  末)    

2023年10月20日 11,200 △3.3 98.8 

第154期 

(期  首)    

2023年10月20日 11,175 － 98.8 

10月末 11,174 △0.0 98.7 

(期  末)    

2023年11月20日 11,712 4.8 99.1 

第155期 

(期  首)    

2023年11月20日 11,687 － 99.1 

11月末 11,710 0.2 99.0 

(期  末)    

2023年12月20日 11,761 0.6 97.9 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
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テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース

○運用経過 (2023年６月21日～2023年12月20日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、作成期首（2023年６月20日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドが投資を行う投資対象ファンドは、特定のベンチマークを上回ることを目指して運用するものではありません。したがって、

当ファンドもベンチマークを設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

主な投資対象ファンドである「フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ファンズ－テンプルトン・

グローバル・ボンド・ファンド」（以下、テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンドといいます。）の円建

て外国投資証券「Class I (Mdis) JPY」（以下、ＪＰＹクラスといいます。）の分配金再投資基準価額が前作成

期末と比べ上昇したことから、当ファンドの分配金再投資基準価額は上昇しました。詳しくは後掲の「■投資

環境」をご参照ください。 

 

  

作成期間中の基準価額等の推移 
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なお、投資対象ファンドの主な変動要因は以下の通りです。 

・投資を行っている新興国を含む世界各国の国債、政府機関債等からのインカムゲイン 

・投資を行っている新興国を含む世界各国の国債、政府機関債等の価格変動 
・投資を行っている先進国通貨および新興国通貨の対米ドルの価格変動 

 

 

（債券市場） 

当作成期の米国債券市場は、利回りが上昇（価格は下落）しました。期の前半は、米連邦準備制度理事会
（ＦＲＢ）による追加利上げの可能性が意識されたことや、2023年４-６月期の米国内総生産（ＧＤＰ）（速報

値）の結果が市場予想を上回り、米国景気の堅調さが示されたことなどが利回りの上昇要因となりました。期

の半ばは、９月の米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）で政策金利が据え置かれたものの、経済や政策金利の見

通しにおいてタカ派的なメッセージが打ち出されたことに加え、原油先物価格が上昇したことなどから、利回
りは上昇しました。期の後半は、11月のＦＯＭＣを経て利上げサイクルの終了観測が浮上したことや、12月の

ＦＯＭＣで2024年の複数回の利下げが示唆されたことから、利回りは低下（価格は上昇）に転じました。 

当作成期の欧州債券市場は、利回りが低下しました。期の前半は、インフレの高止まりを背景に欧州中央銀

行（ＥＣＢ）が利上げを継続するとの観測が根強い中、利回りは上昇しました。期の半ばは、原油先物価格の
上昇を受けてインフレへの懸念が強まったことから、利回りは一段と上昇しました。期の後半は、ＦＲＢやイ

ングランド銀行（英中央銀行、ＢＯＥ）が政策金利を据え置き、各国中央銀行の利上げ局面が終わりに近づい

ているとの見方が市場で強まったことで、利回りは低下しました。 
 

（外国為替市場） 

当作成期の米ドル・円相場は、米ドル高・円安となりました。期の前半は、日銀が長短金利操作（イールド

カーブ・コントロール、ＹＣＣ）の修正案を議論すると報じられ、大規模な金融緩和策の修正観測が浮上した

ことから、米ドル売り・円買いが進みましたが、日銀がＹＣＣの運用見直しを発表した後は米ドルを買い戻す
動きが優勢となりました。期の半ばは、米国で景気の底堅さを示す指標が多く発表される中、ＦＲＢによる金

融引き締めの長期化観測が強まり、米ドルは対円で堅調となりました。一方、円安が進展し、「介入ライン」

として意識される１米ドル＝150円が近づいた場面では、米ドルは対円で上値の重い展開となりました。期の

後半は、ＦＯＭＣを経て米国の早期利下げが意識されたことから、米ドル安・円高となりました。また、植田
日銀総裁の発言を受け、日銀の金融政策が修正されるとの見方が強まったことも、米ドル安・円高の要因とな

りました。 

当作成期のユーロ・円相場は、ユーロ高・円安となりました。期の前半は、ＥＣＢによる利上げ長期化への

過度の警戒感が後退したことや、日銀の大規模な金融緩和策の修正観測が浮上したことなどから、ユーロ安・
円高となりました。ただし、日銀のＹＣＣ運用見直し発表後は、ユーロを買い戻す動きが優勢となりました。

期の半ばは、日銀による大規模な金融緩和は当面続くとの見方が根強いことが、ユーロ高・円安要因となりま

した。しかし、ユーロ圏における景気の弱さに対する懸念などから、ユーロは対円で上値の重い展開となりま

した。期の後半は、ＥＣＢによる金融引き締めの長期化が意識されたことからユーロ高・円安が優勢となりま
した。しかし、その後は植田日銀総裁の発言を受けて日銀が早期にマイナス金利政策の解除に踏み切るとの観

測が強まり、円が対主要通貨で買われる中で、対ユーロでも円高が進みました。   

投資環境 
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テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース

 

（テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース） 

「テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース」は、当ファンドの運用の基本方針に

もとづき、「テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス」を高位に組入れました。また、「日

本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）」受益証券への投資も行いました。 

 

（投資対象ファンド：テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス） 

＜国・地域配分＞ 

主な国・地域別配分については、オーストラリア、インドネシア、マレーシア、日本などへ投資しました。 

 

＜通貨別配分＞ 

主な通貨別配分については、円、豪ドル、韓国ウォンなどを買い建てとする一方で、米ドルを売り建てました。 

 

＜信用格付別配分＞ 

主な配分については、投資適格債を中心に、非投資適格債も一部組み入れました。 

 

（2023年11月末時点） 

 

（投資対象ファンド：日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）） 

主として日本短期債券マザーファンドを通じて、わが国の公社債・金融商品に投資し信託財産の安定的な成

長を目指して安定運用を行いました。 

 

 

当ファンドはベンチマークや参考指数を設けていないため、本項目は記載しておりません。 

 

  

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドのベンチマークとの差異 
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当作成期の収益分配は次表の通りです。第150期から第155期について、いずれも配当等収益に加え、基準価

額の水準、市況動向等を勘案して決定いたしました。 

なお、留保された収益の運用につきましては、特に制限を設けず元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第150期 第151期 第152期 第153期 第154期 第155期 

2023年６月21日～ 
2023年７月20日 

2023年７月21日～ 
2023年８月21日 

2023年８月22日～ 
2023年９月20日 

2023年９月21日～ 
2023年10月20日 

2023年10月21日～ 
2023年11月20日 

2023年11月21日～ 
2023年12月20日 

当期分配金 25  25  25  25  25  25  

(対基準価額比率) 0.213％ 0.217％ 0.215％ 0.223％ 0.213％ 0.213％ 

 当期の収益 25  25  25  25  25  25  

 当期の収益以外 －  －  －  －  －  －  

翌期繰越分配対象額 7,127  7,131  7,150  7,161  7,180  7,193  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

分配金 
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○今後の運用方針 

（テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース） 

「テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース」は、当ファンドの運用の基本方針に

もとづき、「テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス」および「日本短期債券ファンド（適

格機関投資家限定）」へ投資を行います。「テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス」へ

の投資比率は高位を維持する方針です。 

 

（投資対象ファンド：テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス） 

○市場見通しと運用方針（2023年11月末時点） 

インフレ率は2024年も引き続き低下するものの、当面は中央銀行のインフレ目標を上回る状態が続く可能

性が高いと予想しています。利上げ開始前の政策金利はもともと低く、インフレ率もなお中央銀行の目標を上

回っていることから、先進国で政策金利が 終到達点に達したとしても、「より高く、より長く」という金融

引き締め政策の長期化観測はくすぶり続ける可能性が高いとの見方に変わりはありません。しかし、運用チー

ムでは金融引き締め局面のミラーイメージとして2024年のどこかの段階で金融緩和政策は現時点より顕著に

世界で同時進行する可能性が高いと予想しています。2024年は日本だけが唯一の例外になる可能性が高く、日

本ではリフレがより構造的なものとして定着し、日銀は足元で続けている異次元緩和から脱し、金融政策の正

常化に乗り出すと考えています。 

米ドルには割高感があり、景気循環要因（米国の利上げ局面の終結）と構造要因（米国の経常赤字と財政赤

字）が米ドル安を招くとの見方を変えていませんが、これまでの米ドル高の修正は一様ではなく、今後も不均

一に続く可能性があります。ソブリン債市場のなかでは、ファンダメンタルズが改善している国の非米ドル建

ての債券に も投資機会があると考えています。 

地域別ではアジアの新興国と先進国がともに突出しています。運用チームでは日本について構造的な観点

から前向きな見方をしています。また、米国との成長率格差の改善から一部のアジア地域の通貨は対米ドルで

下支えされると予想しています。構造的な観点からすると、アジアの一部の国は経常収支が大幅な黒字で、財

政赤字も少なく、政府債務も低水準にとどまるなどファンダメンタルズも健全です。ラテンアメリカにおいて

は、中央銀行がインフレ率の上昇を見越していち早くあるいは積極的に対応してきた国が、インフレ局面や金

利局面の転換により恩恵を受ける見通しです。堅調な国際商品価格も現地通貨建ての資産や通貨を下支えす

る要因となります。 

 

（投資対象ファンド：日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）） 

今後も引き続き、主として日本短期債券マザーファンドを通じて、わが国の公社債・金融商品に投資し、信

託財産の安定的な成長をめざして安定運用を行う方針です。 

 

引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2023年６月21日～2023年12月20日) 

項 目 
第150期～第155期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 62  0.536  (a)信託報酬＝〔作成期間の平均基準価額〕×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (13)  (0.110)  ファンドの運用、受託会社への指図、基準価額の算出、開示資料作成 
等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (48)  (0.412)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファン 
ドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.014)  ファンドの運用財産の保管・管理、委託会社からの運用指図の実行等 
の対価 

（b） そ の 他 費 用 1   0.005   
(b)その他費用＝  

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.005)  ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  ・金銭信託預入に係る手数料等 

 合 計 63   0.541    

作成期間の平均基準価額は、11,579円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。 

 当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「１万口当たりの費用明細」等が取得できるものについては交付運用報告書の「組入

上位ファンドの概要」に表示しております。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未満は四

捨五入してあります。 

 

  

〔作成期間のその他費用〕 

〔作成期間の平均受益権口数〕
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（参考情報） 

◯総経費率 

作成期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および
有価証券取引税を除く。）を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額（１口当たり）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.90％です。 

 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 
（注） 各比率は、年率換算した値です。 
（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。 
（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 
（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 
（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。   
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○売買及び取引の状況 (2023年６月21日～2023年12月20日) 

 

 

銘 柄 
第150期～第155期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

外 国 
(邦貨建) 

 口 千円 口 千円  
フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ 
ファンズ－テンプルトン・グローバル・ボンド・ 
ファンドClass I (Mdis) JPY 

7,520 7,962 3,775 4,000  

 
（注） 金額は受渡し代金です。 

（注） 単位未満は切捨てです。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2023年６月21日～2023年12月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2023年６月21日～2023年12月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2023年12月20日現在) 

 

銘 柄 
第149期末 第155期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定） 785,042 785,042 822 0.7 

フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ 
ファンズ－テンプルトン・グローバル・ボンド・ 
ファンドClass I (Mdis) JPY 

95,873 99,618 106,816 97.2 

合 計 880,915 884,660 107,638 97.9 
 
（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

（注） 単位未満は切捨てです。 

  

投資信託証券 
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○投資信託財産の構成 (2023年12月20日現在) 

項 目 
第155期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 822 0.7 

投資証券 106,816 96.9 

コール・ローン等、その他 2,627 2.4 

投資信託財産総額 110,265 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切捨てです。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第150期末 第151期末 第152期末 第153期末 第154期末 第155期末 

2023年７月20日現在 2023年８月21日現在 2023年９月20日現在 2023年10月20日現在 2023年11月20日現在 2023年12月20日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 108,355,651   107,575,305   108,793,017   107,230,332   110,731,861   110,265,494   

 コール・ローン等 2,419,758   2,003,201   2,083,544   1,597,846   1,374,176   1,626,568   

 投資信託受益証券(評価額) 823,038   822,095   821,938   822,488   822,881   822,488   

 投資証券(評価額) 105,112,855   104,750,009   105,887,535   104,809,998   108,534,804   106,816,438   

 未収入金 －   －   －   －   －   1,000,000   

(B) 負債 326,013   335,238   330,270   335,797   336,172   331,510   

 未払収益分配金 230,103   233,114   234,016   239,143   236,157   234,174   

 未払解約金 1,011   13   14   811   320   16   

 未払信託報酬 94,083   101,242   95,425   95,030   98,855   96,506   

 未払利息 6   5   5   3   3   4   

 その他未払費用 810   864   810   810   837   810   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 108,029,638   107,240,067   108,462,747   106,894,535   110,395,689   109,933,984   

 元本 92,041,249   93,245,958   93,606,623   95,657,324   94,462,881   93,669,718   

 次期繰越損益金 15,988,389   13,994,109   14,856,124   11,237,211   15,932,808   16,264,266   

(D) 受益権総口数 92,041,249口 93,245,958口 93,606,623口 95,657,324口 94,462,881口 93,669,718口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,737円 11,501円 11,587円 11,175円 11,687円 11,736円 
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○損益の状況 

項 目 
第150期 第151期 第152期 第153期 第154期 第155期 

2023年６月21日～ 
2023年７月20日 

2023年７月21日～ 
2023年８月21日 

2023年８月22日～ 
2023年９月20日 

2023年９月21日～ 
2023年10月20日 

2023年10月21日～ 
2023年11月20日 

2023年11月21日～ 
2023年12月20日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 362,987   371,378   441,067   441,799   426,244   406,972   

 受取配当金 363,149   371,565   441,196   441,942   426,341   407,044   

 受取利息 8   13   3   －   －   2   

 支払利息 △       170   △       200   △       132   △       143   △        97   △        74   

(B) 有価証券売買損益 160,662   △ 2,235,330   686,800   △ 4,018,727   4,744,896   389,793   

 売買益 161,309   4   693,576   753   4,793,522   408,768   

 売買損 △       647   △ 2,235,334   △     6,776   △ 4,019,480   △    48,626   △    18,975   

(C) 信託報酬等 △    94,893   △   102,114   △    96,244   △    95,858   △    99,692   △    97,316   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 428,756   △ 1,966,066   1,031,623   △ 3,672,786   5,071,448   699,449   

(E) 前期繰越損益金 △10,236,091   △10,037,334   △12,147,296   △11,348,866   △15,039,207   △10,110,208   

(F) 追加信託差損益金 26,025,827   26,230,623   26,205,813   26,498,006   26,136,724   25,909,199   

 (配当等相当額) (  54,273,943)  (  55,134,427)  (  55,477,760)  (  56,945,013)  (  56,257,429)  (  55,794,157)  

 (売買損益相当額) (△28,248,116)  (△28,903,804)  (△29,271,947)  (△30,447,007)  (△30,120,705)  (△29,884,958)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 16,218,492   14,227,223   15,090,140   11,476,354   16,168,965   16,498,440   

(H) 収益分配金 △   230,103   △   233,114   △   234,016   △   239,143   △   236,157   △   234,174   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 15,988,389   13,994,109   14,856,124   11,237,211   15,932,808   16,264,266   

 追加信託差損益金 26,025,827   26,230,623   26,205,813   26,498,006   26,136,724   25,909,199   

 (配当等相当額) (  54,273,943)  (  55,134,427)  (  55,477,760)  (  56,945,013)  (  56,257,429)  (  55,794,157)  

 (売買損益相当額) (△28,248,116)  (△28,903,804)  (△29,271,947)  (△30,447,007)  (△30,120,705)  (△29,884,958)  

 分配準備積立金 11,331,839   11,367,863   11,454,380   11,560,345   11,574,356   11,591,141   

 繰越損益金 △21,369,277   △23,604,377   △22,804,069   △26,821,140   △21,778,272   △21,236,074   
 

（注） (B)有価証券売買損益は、期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
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＜注記事項＞（当運用報告書作成時点では監査未了です。） 

（貸借対照表関係） 

（１） 第150期首元本額は90,929,214円、第150～155期中追加設定元本額は5,709,450円、第150～155期中一部解約元本額は2,968,946円です。 

（２） １口当たり純資産額は、第150期1.1737円、第151期1.1501円、第152期1.1587円、第153期1.1175円、第154期1.1687円、第155期1.1736

円です。 

 

（損益及び剰余金計算書関係） 

分配金の計算過程 

（１）第150期（自2023年６月21日 至2023年７月20日） 

計算期間末における解約に伴う当期純損益金額分配後の配当等収益から費用を控除した額（297,207円）、解約に伴う当期純損益金額分配

後の有価証券売買等損益から、費用を控除し繰越欠損金を補填した額（0円）、信託約款に規定される収益調整金（54,273,943円）及び分配準

備積立金（11,264,735円）より、分配対象収益は、65,835,885円（１万口当たり7,152円）であり、うち230,103円（１万口当たり25円）を分

配金額としております。 

（２） 第151期（自2023年７月21日 至2023年８月21日） 

計算期間末における解約に伴う当期純損益金額分配後の配当等収益から費用を控除した額（269,264円）、解約に伴う当期純損益金額分配

後の有価証券売買等損益から、費用を控除し繰越欠損金を補填した額（0円）、信託約款に規定される収益調整金（55,134,427円）及び分配準

備積立金（11,331,713円）より、分配対象収益は、66,735,404円（１万口当たり7,156円）であり、うち233,114円（１万口当たり25円）を分

配金額としております。 

（３）第152期（自2023年８月22日 至2023年９月20日） 

計算期間末における解約に伴う当期純損益金額分配後の配当等収益から費用を控除した額（403,426円）、解約に伴う当期純損益金額分配

後の有価証券売買等損益から、費用を控除し繰越欠損金を補填した額（0円）、信託約款に規定される収益調整金（55,477,760円）及び分配準

備積立金（11,284,970円）より、分配対象収益は、67,166,156円（１万口当たり7,175円）であり、うち234,016円（１万口当たり25円）を分

配金額としております。 

（４）第153期（自2023年９月21日 至2023年10月20日） 

計算期間末における解約に伴う当期純損益金額分配後の配当等収益から費用を控除した額（345,941円）、解約に伴う当期純損益金額分配

後の有価証券売買等損益から、費用を控除し繰越欠損金を補填した額（0円）、信託約款に規定される収益調整金（56,945,013円）及び分配準

備積立金（11,453,547円）より、分配対象収益は、68,744,501円（１万口当たり7,186円）であり、うち239,143円（１万口当たり25円）を分

配金額としております。 

（５）第154期（自2023年10月21日 至2023年11月20日） 

計算期間末における解約に伴う当期純損益金額分配後の配当等収益から費用を控除した額（418,029円）、解約に伴う当期純損益金額分配

後の有価証券売買等損益から、費用を控除し繰越欠損金を補填した額（0円）、信託約款に規定される収益調整金（56,257,429円）及び分配準

備積立金（11,392,484円）より、分配対象収益は、68,067,942円（１万口当たり7,205円）であり、うち236,157円（１万口当たり25円）を分

配金額としております。 

（６）第155期（自2023年11月21日 至2023年12月20日） 

計算期間末における解約に伴う当期純損益金額分配後の配当等収益から費用を控除した額（357,263円）、解約に伴う当期純損益金額分配

後の有価証券売買等損益から、費用を控除し繰越欠損金を補填した額（0円）、信託約款に規定される収益調整金（55,794,157円）及び分配準

備積立金（11,468,052円）より、分配対象収益は、67,619,472円（１万口当たり7,218円）であり、うち234,174円（１万口当たり25円）を分

配金額としております。 
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○分配金のお知らせ  

 第150期 第151期 第152期 第153期 第154期 第155期 

１万口当たり分配金（税込み） 25円 25円 25円 25円 25円 25円 
 
◇分配金の取扱いについて 

・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別

元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除し

た額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

 

 



 

 

 

フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ファンズ－テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド

－ 39 －

添付ファンド_TMP_993481.indd   39添付ファンド_TMP_993481.indd   39 2024/01/31   8:53:542024/01/31   8:53:54



 － 40 －

添付ファンド_TMP_993481.indd   40添付ファンド_TMP_993481.indd   40 2024/01/31   8:53:552024/01/31   8:53:55



 

フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ファンズ－テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド

－ 41 －

添付ファンド_TMP_993481.indd   41添付ファンド_TMP_993481.indd   41 2024/01/31   8:53:552024/01/31   8:53:55



 － 42 －

添付ファンド_TMP_993481.indd   42添付ファンド_TMP_993481.indd   42 2024/01/31   8:53:552024/01/31   8:53:55



 

フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ファンズ－テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド

－ 43 －

添付ファンド_TMP_993481.indd   43添付ファンド_TMP_993481.indd   43 2024/01/31   8:53:552024/01/31   8:53:55



90087_日本短期債券ファンド_995301.indd   1 2024/01/31   8:51:50

 － 44 －

添付ファンド_TMP_993481.indd   44添付ファンド_TMP_993481.indd   44 2024/01/31   8:53:552024/01/31   8:53:55



 

 

 

90087_日本短期債券ファンド_995301.indd   1 2024/01/31   8:51:50

日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）

－ 45 －

添付ファンド_TMP_993481.indd   45添付ファンド_TMP_993481.indd   45 2024/01/31   8:53:562024/01/31   8:53:56



90087_日本短期債券ファンド_995301.indd   3 2024/01/31   8:51:52 90087_日本短期債券ファンド_995301.indd   2 2024/01/31   8:51:52

－ 46 －

添付ファンド_TMP_993481.indd   46添付ファンド_TMP_993481.indd   46 2024/01/31   8:53:562024/01/31   8:53:56



90087_日本短期債券ファンド_995301.indd   3 2024/01/31   8:51:52 90087_日本短期債券ファンド_995301.indd   2 2024/01/31   8:51:52

日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）

－ 47 －

添付ファンド_TMP_993481.indd   47添付ファンド_TMP_993481.indd   47 2024/01/31   8:53:562024/01/31   8:53:56



90087_日本短期債券ファンド_995301.indd   5 2024/01/31   8:51:52

日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）

2022年７月23日～2023年７月24日

１万口当たりの費用明細

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親
投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対
応するものを含みます。

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 15 0.144 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (12) (0.111) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) ( 1) (0.011) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) ( 2) (0.022) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)そ の 他 費 用 0  0.003  (ｂ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) ( 0) (0.003) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用

合　　計 15  0.147  

期中の平均基準価額は、10,487円です。
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